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はじめに

平成 23 年度先導的大学改革推進委託事業 医学・歯学教育の改善・充実に関

する調査研究（拠点校 医学チーム東京大学・歯学チーム東京医科歯科大学）

は、平成 22 年度に引き続き、医学・歯学教育の改善と充実のために多くの活動

を行ってきた。平成 22 年度は主にモデル・コア・カリキュラムの改訂案の検討

を行い、平成 23 年 3 月にモデル・コア・カリキュラム改訂のための連絡調整委

員会において改訂内容が決定された。

平成 23 年度は、改訂されたモデル・コア・カリキュラムの円滑な実施に向け

て、多くの検討がなされた。中でも、医学教育・歯学教育ともに臨床実習の充

実が最も優先度の高い課題であるという認識において一致した。すなわち、従

来の見学型臨床実習や模擬診療型臨床実習から診療参加型臨床実習への転換が

まだ十分でなく、多くの大学の教育関係者が種々の課題に直面していると考え

られた。

今年度の調査研究では、できるだけ具体的に診療参加型臨床実習を支援でき

るように、提言や評価教材などを作成し、シンポジウムや合宿ワークショップ

を通じてブラッシュアップを図った。この報告書に掲載された成果物を参考に

し、さらに各大学において実情に合った方法で、診療参加型臨床実習の一層の

充実を図ることを期待したい。

加えて、地域の医療機関等には各大学の臨床実習への協力を、また国民各位

には、医師・歯科医師の養成のために学生が参加して診療が行われるという、

教育病院としての大学病院の役割について一層の理解をお願いしたい。さらに、

臨床実習の充実に際して、卒前教育と卒後臨床研修が一貫した内容となること

が望まれる。

最後に、調査研究に支援していただいたすべての関係者に深甚の感謝を申し

上げると同時に、今後とも医学・歯学教育の改善と充実のためにご尽力を賜る

ことを期待する。
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はじめに

医学チームリーダー 北村 聖（東京大学）

文部科学省先導的大学改革推進委託事業「医学・歯学教育の改善・充実に関

する調査研究」班は昨年度はモデル・コア・カリキュラムの改訂作業に集中し、

昨年度末に第 3 次改訂といってよい大きな改訂を成し遂げることができた。こ

れを受けて、平成 23 年度の活動目標は、新しいモデル・コア・カリキュラムで

も強く謳われている臨床実習の参加型への転換を支援することを目標とした。

わが国の医学部は附属病院の設置が義務付けられており、医師の養成課程に

おいて、病院における臨床実習は必要不可欠のものとなっているが、その実態

については医科大学・医学部や診療科により期間や方法もまちまちであり、医

学教育の改善のために臨床実習の充実の必要性がかねてより叫ばれていた。今

回、モデル・コア・カリキュラムの改訂に伴い、診療参加型臨床実習に移行す

る希望のある大学が多いと思われ、この調査研究班の活動として、大学が診療

参加型臨床実習を取り入れようとした際に、支援となるものを心掛けた。

医学教育の改善と臨床実習の充実に関してのこれまでの経緯について簡単に

述べる。

平成 7 年 11 月に文部科学省に「２１世紀医学・医療懇談会」が設置され、平

成 11 年 4 月に第４次報告として、「２１世紀の命と健康を守る医療人の育成を

目指して」という提言が公表された。その中の、学部教育の改善の項に「少人

数教育の推進と臨床実習の充実」が提言された。より具体的には「学生に対し，

専門的な知識にとどまらず，患者，家族や他の医療人とのコミュニケーション

の在り方を含む医師・歯科医師としての実践的な臨床能力や態度を体得させる

ためには，実際の医療の場における臨床実習の一層の充実を図ることが重要で

ある。このため，クリニカル・クラークシップ（学生が病棟に所属し，医療チ

ームの一員として，実際に患者の診療に携わるような臨床実習の形態）と呼ば

れる臨床実習の実施，地域の医療機関の臨床経験豊かな人材に学生の教育に協

力していただく「臨床教授」制度の導入，大学病院と地域の医療機関との連携

による学外実習の実施等を引き続き推進することが必要である」と診療参加型

臨床実習の推進が明記されたが、その後のその他の改革に比べ臨床実習の改革

は歩みの遅いものであった。

先の提言を踏まえ、平成 13 年 3 月に医学・歯学教育の在り方に関する調査研

究協力者会議報告「21 世紀における医学・歯学教育の改善方策について‐学部


